
山
口
県
畜
産
共
進
会

長
門
大
津
農
協
”
7
年
連
続
“
の
団
体
優
勝

山
口
県
畜
産
共
進
会
・
第
4
7回

和
牛
共
進
会
が
1
0月
3
1日
、
県
農

業
試
験
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
年
の
県
共
進
会
に
は
、
本
町

か
ら
枝
肉
及
び
育
成
牛
合
わ
せ
て

1
8頭
の
牛
が
出
品
さ
れ
、
長
門
大

津
農
業
協
同
組
合
の
7
年
連
続

(旧
日
置
農
業
協
同
組
合
か
ら
通

算
す
る
と
1
3年
連
続
)
団
体
優
勝

に
大
い
に
貢
献
を
果
た
し
ま
し
た
。

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
黒
毛
和
種
の
部
▲

《
枝
肉
区
(
前
期
)》

優
等

嘉
平
治
号

上
山
、
京
子
(
狩

宿
)

一
等

嘉
花
平
号

野
中

太
七
(
小
野
地
)

一
等

勝
次
郎
号

上
田
朔
宣
道
(
小
野
地
)

一
等

美
平
砂
号

野
中

太
七
(
小
野
地
)

二
等

平
石
号

渡
辺
一
(
上
城
)

二
等

日
置
国
安
号

藤
島

武
(
小
野
地
)

二
等

谷
高
勝
号

上
田
宣
道
(
小
野
地
)

《
枝
肉
区
(
後
期
)》

一
等

徳
勝
栄
号

野
中

太
七
(
小
野
地
)

一
等

糸
晴
栄
号

渡
辺

一
(
上

城
)

二
等

美
勝
平
号

上
田

宣
道
(
小
野
地
)

二
等

高
賢
7
号

上
田
宣
道
(
小
野
地
)

二
等

勝
糸
福
号

上
山

京
子
(
狩

宿
)

二
等

秋
藤
姫
号

藤
島

武
(
小
野
地
)

《
若
牛
一
区
》

優
等
次
席

ひ
ら
ふ
く
と
き
号
※

内
山

忠
男
(
長

行
)

《
若
牛
二
区
》

優
等
首
席

た
か
ひ
ら
よ
し
号

大
田

有
秋
(
上

城
)

《
若
牛
三
区
》

優
等
首
席

く
に
す
ず
た
か
号

羽
崎
菊
子
(
黄
波
戸
口
)

二
等

く
に
し
げ
す
ず
号

谷
村

義
一
(
北

山
)

《
繁
殖
雌
牛
産
肉
能
力
区
》

優
等
首
席

と
よ
と
き
1
2号

※

重
村

健
也
(
川

原
)

優
等
首
席

ひ
ら
ふ
く
と
き
号
※

内
山

忠
男
(
長

行
)

(※
は
町
有
預
託
牛
)

「
日
置
牛
の
増
頭
と
品
質
向
上
を
め
ざ
し
て
」

日
置
畜
牛
生
産
組
合
長

内

山

忠

男

昔
は
、
ど
こ
の
農
家
で
も
牛
が

飼
わ
れ
て
お
り
、
私
も
小
さ
い
時

か
ら
牛
と
慣
れ
親
し
ん
で
き
ま
し

た
。
学
校
か
ら
帰
る
と
、
餌
を
や

る
手
伝
い
も
し
ま
し
た
。
当
時
の

牛
は
役
牛
で
し
た
の
で
大
変
お
と

な
し
く
、
子
供
で
も
摩
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
優
し
い

牛
と
の
出
会
い
が
私
を
大
の
牛
好

き
に
し
た
遠
因
で
あ
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
年
代
の
後
半
に
な
り

耕
耘
機
が
急
速
な
普
及
を
み
せ
る

と
、
和
牛
は
役
牛
と
し
て
の
役
目

を
終
え
、
次
第
に
農
家
か
ら
姿
を

消
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
昭
和
四
十
四
年

に
日
置
畜
牛
生
産
組
合
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
往
時
に
比
べ
牛
が
少

な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
で

も
設
立
当
初
に
は
、
二
〇
五
戸
の

農
家
で
二
五
〇
頭
の
牛
が
飼
わ
れ
、

子
牛
も
生
産
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
も
牛
の

飼
養
農
家
、
頭
数
は
減
り
続
け
ま

し
た
。

こ
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
を
か

け
た
の
が
、
繁
殖
雌
牛
の
改
良
と

増
頭
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
五
十

八
年
に
発
足
し
た
町
有
預
託
牛
制

度
で
す
。
繁
殖
牛
農
家
は
、
こ
の

制
度
に
大
き
な
力
を
得
、
生
産
意

欲
を
か
き
た
て
ら
れ
た
こ
と
は
申

す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

世
の
流
れ
と
と
も
に
人
丸
市
場

も
閉
鎖
さ
れ
、
子
牛
市
場
は
小
郡

市
場
に
集
約
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
種
雄
牛
で
日
本
一
と
言
わ
れ

た
島
根
県
の
「
糸
桜
」
の
系
統
が

人
気
を
呼
び
、
市
場
で
最
高
の
評

価
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、

こ
の
町
有
牛
制
度
が
大
い
に
役
に

立
ち
、
勝
れ
た
血
統
の
牛
を
町
内

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

同
時
に
組
合
員
一
同
、
他
産
地
に

遅
れ
ま
い
と
、
意
欲
的
に
研
修
会

を
開
き
、
勉
強
に
努
め
て
き
ま
し

た
。昨

今
、
牛
肉
の
自
由
化
に
よ
っ

て
肉
用
牛
繁
殖
農
家
は
大
変
厳
し

い
競
争
の
渦
中
に
置
か
れ
て
い
ま

す
。
肥
育
農
家
に
買
っ
て
い
た
だ

く
子
牛
は
、
産
肉
能
力
の
高
い
血

統
の
良
い
牛
で
な
い
と
商
品
力
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
に
お
き

ま
し
て
も
、
町
有
牛
制
度
で
入
っ

た
母
牛
が
着
実
に
成
果
を
あ
げ
て

い
る
こ
と
を
、
有
難
く
喜
ん
で
い

る
も
の
で
す
。

今
年
の
県
共
進
会
で
は
、
産
肉

能
力
区
で
町
有
牛
が
二
年
連
続
し

て
最
優
秀
の
成
績
を
納
め
、
ま
た

育
成
牛
の
部
で
も
、
二
区
と
三
区

で
優
等
首
席
、
一
区
で
優
等
次
席

と
、
日
置
町
の
名
を
県
下
に
と
ど

ろ
か
せ
ま
し
た
。

市
場
で
の
評
価
も
高
ま
り
つ
つ

あ
る
今
日
、
こ
れ
か
ら
は
環
境
対

策
に
も
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が

ら
、
増
頭
と
併
せ
、
よ
り
品
質
の

高
い
日
置
牛
の
生
産
を
目
指
し
、

組
合
員
一
同
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

山口県畜産共進会の様子
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